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議案第５４号

平成３０年度篠栗町水道事業会計補正予算（第１号）

第１条 平成３０年度篠栗町水道事業会計補正予算は、次に定めるところによる。

第２条 予算第３条に定めた収益的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。

 支 出

（ 科 目 ） （既決予定額） （補正予定額） （ 計 ）

第１款 水道事業費用 581,316千円 △1,163千円 580,153千円

 第１項 営業費用 545,711千円 △2,163千円 543,548千円

 第３項 特別損失 100千円 1,000千円 1,100千円

  平成３０年６月７日提出

                          篠栗町長  三 浦  正
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（単位：千円）

1 水道事業費用 581,316 △ 1,163 580,153

1 営業費用 545,711 △ 2,163 543,548

2 配水及び給水費 91,473 △ 2,593 88,880

4 総係費 52,653 430 53,083

3 特別損失 100 1,000 1,100

5 過年度損益修正損 100 1,000 1,100

平成30年度篠栗町水道事業会計補正予算実施計画

収    益    的    収    入   及   び   支   出

既決予定額

支      　　  出

款 項 目 補正予定額 計
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Ⅰ 業務活動によるキャッシュフロー

当年度純損失

減価償却費

繰延勘定償却

固定資産除却費

固定資産売却損

貸倒引当金の増加額

その他引当金の増加額

長期前受金の戻入額

受取利息及び配当金

支払利息及び企業債取扱費

営業及び営業外未収金減少額

たな卸資産の減少額

営業及び営業外未払金・未払費用の増加額

小計

受取利息及び配当金

支払利息及び企業債取扱諸費

業務活動によるキャッシュフロー ①

Ⅱ 投資活動によるキャッシュフロー

固定資産取得・建設改良事業等実施額

他会計負担金による収入

投資活動によるキャッシュフロー ②

Ⅲ 財務活動によるキャッシュフロー

建設改良費等の財源に充てるための企業債による収入

建設改良費等の財源に充てるための企業債の償還による支出

財務活動によるキャッシュフロー ③

Ⅳ 現金預金の減少額　　④ = ① + ② + ③

Ⅴ 現金預金の期首残高

Ⅵ 現金預金の期末残高

109,200

△ 98,348

10,852

△ 95,993

479,300

383,307

△ 112,864

23,853

△ 2,511

0

4,570

29,692

180

△ 23,853

6,019

△ 112,865

1

△ 180

平成30年度篠栗町水道事業予定キャッシュフロー計算書

（平成30年4月1日から平成31年3月31日まで）

（単位：千円）

△ 113,519

106,013

651

18,725

0

1,284

153

△ 9,347
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金　　額

1 水道事業費用 581,316 △ 1,163 580,153

1 営業費用 545,711 △ 2,163 543,548

2 配水及び給水費 91,473 △ 2,593 88,880

1 給料 △ 1,057 一般職給与 △ 1,057

2 手当 △ 1,256 扶養手当 △ 493

地域手当 △ 93

期末手当 △ 390

勤勉手当 △ 194

時間外手当 △ 32

通勤手当 △ 54

7 法定福利費 △ 280 職員共済組合負担金 △ 280

4 総係費 52,653 430 53,083

1 給料 393 一般職給与 393

2 手当 △ 120 扶養手当 △ 360

地域手当 2

期末手当 △ 12

勤勉手当 49

時間外手当 7

住居手当 300

通勤手当 40

退職手当組合負担金 △ 146

7 法定福利費 157 職員共済組合負担金 157

3 特別損失 100 1,000 1,100

5 過年度損益修正損 100 1,000 1,100

1 過年度損益修正損 1,000 過年度損益修正損 1,000

合　　　計　　 581,316 △ 1,163 580,153 合計 △ 1,163

平成30年度篠栗町水道事業会計補正予算明細書

収益的収入及び支出
支出

説　　　　　　　　　明
節

区　　　　分

（単位：千円）

款・項 目 既決予定額 補正予定額 計
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